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船舶インシデント調査報告書 

 

                              令和３年１月１３日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  佐 藤 雄 二（部会長） 

                         委   員  田 村 兼 吉 

                         委   員  岡 本 満喜子 

 

インシデント種類 運航不能(燃料不足) 

発生日時 令和２年４月５日 １６時１０分ごろ 

発生場所 千葉県南房総市野島埼南西方沖 

 野島埼灯台から真方位２３７°２.３海里（Ｍ）付近 

 （概位 北緯３４°５２.８′ 東経１３９°５１.２′） 

インシデントの概要  貨物船第十二朝日
あ さ ひ

丸は、西進中、燃料が欠乏し、主機の運転ができ

なくなり、運航不能となった。 

インシデント調査の経過  令和２年５月１３日、本インシデントの調査を担当する主管調査官

（横浜事務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

貨物船 第十二朝日丸、４９９トン 

 １４３６３６、有限会社執行海運  

 ７１.６１ｍ（Lr）×１２.００ｍ×７.１０ｍ、鋼 

 ディーゼル機関、７３５kＷ、令和元年７月 

 ４サイクル、回転数毎分２６０、６気筒、ボア３１０mm、使用燃料

Ａ重油 

 乗組員等に関する情報 船長 男性 ６３歳 

 四級海技士（航海） 

免 許 年 月 日 昭和５２年２月４日 

  免 状 交 付 年 月 日 令和２年１月２４日 

  免状有効期間満了日 令和７年４月１８日 

機関長 男性 ７２歳 

 四級海技士（機関） 

免 許 年 月 日 平成１０年８月２７日 

  免 状 交 付 年 月 日 平成３０年８月２３日 

  免状有効期間満了日 令和５年８月２６日 

 死傷者等 なし 

 損傷 なし 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 東北東、風力 ２、視界 良好 

海象：波高 約１.０ｍ 

 インシデントの経過  本船は、船長及び機関長ほか２人が乗り組み、小麦約１,５００ｔ
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を積載し、令和２年４月３日１８時１５分ごろ京浜港横浜区に向け

て、北海道広尾町十勝港を出港した。 

 本船は、Ａ重油を主機及び発電機の燃料としており、Ｃ重油は搭載

しておらず、Ｃ重油サービスタンク及びＣ重油セットリングタンクに

は、いずれもＡ重油を搭載し、Ｃ重油タンクを使用していなかった。 

本船は、野島埼南方沖を主機の回転数毎分（rpm）２４０で西進

中、５日１５時００分ごろ、機関室内のＣ重油サービスタンクの液面

低位警報が発せられたので、機関室内で立直中の機関長が、原因を調

査したところ、Ａ重油移送ポンプがエアを吸い込んでＡ重油タンクか

ら燃料をＡ重油サービスタンク及びＣ重油サービスタンクに移送がで

きない状態であることが判明した。 

機関長は、機関室内にあるＡ重油タンクの測深管で燃料の残量を計

測したところ、燃料が多少残っているものの、ほとんど空の状態であ

ることを確認し、船長に使用可能なＣ重油サービスタンク及びＣ重油

セットリングタンク内のＡ重油を使用して航行の継続が可能である旨

の報告を行い、Ｃ重油セットリングタンクからも主機へ燃料を供給で

きるように燃料タンクの切替えを行った。 

本船は、航行を続けていたところ、１６時１０分ごろ、発電機が停

止してブラックアウトの状態になり、主機が停止した。 

機関長は、原因を調査したところ、発電機に燃料を供給しているＡ

重油サービスタンクが空の状態であることを確認し、船長に報告し

た。 

船長は、航行不能と判断し、海上保安庁に本インシデントの発生を

通報し、代理店にタグボートの手配を依頼した。 

本船は、１９時２５分に来援したタグボートにえい
．．

航されて京浜港

Ｙ1 錨地に錨泊し、６日０８時００分ごろからＡ重油をバージから４

０kℓ補給の後、１２時３５分ごろ京浜港横浜地区企業岸壁に着岸し

た。 

（付図１ インシデント発生場所概略図、付図２ 燃料系統概略図、

写真１ 本船、写真２ 機関室、写真３ Ａ重油サービスタンク、

写真４ Ｃ重油サービスタンク、写真５ Ａ重油タンク測深管、写

真６ Ｃ重油タンク測深管 参照） 

 その他の事項 

 

 本船は、令和元年８月に竣工後、機関担当の乗組員が機関長１人で

あった。 

本船は、Ａ重油を主機及び発電機の燃料としており、搭載量によっ

て搭載する燃料タンクをＡ重油タンクとＣ重油タンクとに分けてい

た。 

本船は、Ａ重油タンク容量が左右舷合計で２９kℓ、Ｃ重油タンク容

量が左右舷合計で６７kℓであり、燃料搭載量をＡ重油タンクのみを使

用する場合は２５kℓ、Ｃ重油タンクのみを使用する場合は４０～５０



- 3 - 

kℓとすることにしていた。 

機関長は、十勝港に入港した際、Ａ重油タンクの測深管から燃料を

計測していたが、誤ってＣ重油タンクのタンクテーブルを使用した結

果、燃料の残量が約１５kℓであるところ約２１kℓであると勘違いし、

船長に残量が約２１kℓであると報告していた。 

本船のタンクテーブルは、Ａ重油タンク及びＣ重油タンクが同じ図

書に記載されており、機関長が、Ａ重油保有量をタンクテーブルで確

認しようとした際、Ｃ重油タンクのタンクテーブルが記載されたペー

ジをＡ重油のタンクテーブルが記載されたページと思い込み、慣れた

作業なので再確認していなかった。 

本船は、燃料を１時間あたり約２５０ℓ消費するので、計測値が正

しいとすると燃料は約２４時間分あり、船長は横浜まで航行可能であ

ると判断し、また、実績のある港で燃料搭載を実施したかったので、

十勝港では搭載せず、京浜港で搭載することとした。 

本船は、Ａ重油サービスタンクを発電機の燃料供給に、Ｃ重油サー

ビスタンクを主機の燃料供給にそれぞれ使用しており、船底の燃料タ

ンクから燃料移送ポンプを使用して各サービスタンクに燃料を補給

し、各サービスタンクからは燃料供給ポンプを使用して主機及び発電

機に燃料がそれぞれ供給されていた。 

機関長は、移送できなくなる燃料（デッドオイル）の量を把握して

いなかった。 

機関長は、Ｃ重油サービスタンクの液面低位警報が発せられた際、

Ａ重油サービスタンクの残量を把握していなかった。 

Ａ重油サービスタンク、Ｃ重油サービスタンク及びＣ重油セットリ

ングタンクの容量は、それぞれ約８００ℓであった。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

あり 

なし 

なし 

本船は、機関長により出港時の燃料保有量が実際より多めに計算さ

れ、燃料が十分保有されておらず、また、航行中に定期的に燃料保有

量のチェックが行われていない中、野島埼南西方沖を西進中、Ａ重油

タンクの燃料が欠乏したことから、また、Ａ重油サービスタンクの燃

料の残量を把握しなかったことから、発電機が停止してブラックアウ

トになり、主機の運転ができなくなって運航不能になったものと考え

られる。 

本船は、機関長が、Ａ重油タンクの保有量を測深管で計測した際、

誤ってＣ重油タンクのタンクテーブルを使用し、実際の保有量より多

くの燃料を保有していると勘違いしたまま航行を続けたことから、燃

料が欠乏したものと考えられる。 
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機関長が、Ａ重油保有量をタンクテーブルで確認しようとした際、

Ｃ重油タンクのタンクテーブルが記載されたページをＡ重油のタンク

テーブルが記載されたページと思い込み、慣れた作業なので再確認し

なかったものと考えられる。 

原因 本インシデントは、本船が、機関長により出港時の燃料保有量が実

際より多めに計算され、燃料が十分保有されておらず、また、航行中

に定期的に燃料保有量のチェックが行われていない中、野島埼南西方

沖を西進中、Ａ重油タンクの燃料が欠乏したことから、また、Ａ重油

サービスタンクの燃料の残量を把握しなかったことから、発電機が停

止してブラックアウトになり、主機の運転ができなくなったことによ

り発生したものと考えられる。 

再発防止策 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・船長は、十分な燃料を保有した状態で出航すること。 

・機関長は、燃料を一定時間毎に計測し、燃料の保有量を常に把握

しておくこと。 

・機関長は、燃料を計測した際、使用するタンクテーブルが正しい

ものであることを再確認すること。 

・機関長は、デッドオイルの量を把握しておくこと。 

・機関科の乗組員が１名しか乗船していなくても、計測項目に対し

て複数の人員でチェックを行うこと。 

 



- 5 - 

付図１ インシデント発生場所概略図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

伊豆大島 

インシデント発生場所 

（令和２年４月５日 

１６時１０分ごろ発生） 

野島埼灯台 

×

静岡県 

千葉県 相模湾 

南房総市 
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付図２ 燃料系統概略図 
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写真１ 本船 

 

 

写真２ 機関室 

 

主機 
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写真３ Ａ重油サービスタンク 

 

 

写真４ Ｃ重油サービスタンク 

 

Ｃ重油サービスタンク 

Ｃ重油セットリングタンク 
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写真５ Ａ重油タンク測深管 

 

 

写真６ Ｃ重油タンク測深管 

 


